
建設業における安全作業の決め手 
これだけは知っておきたい安全衛生の知識  

＜新旧対照表＞ 5 版 令和６年 7月 10 日 
【補足事項】※「旧版」から「新版」への文章の修正・追加・削除部分は、下線部を参照してください。 

※誤字・脱字および奥付等の軽微な修正は割愛します。 

（旧版） 4 版（令和 5 年 8 月 31 日）No.142721 （新版） 5 版（令和６年 7 月１0 日）No. 142721 

【表記・用語の統一】 

現場、建設現場、作業現場 作業所 

 労働者、作業員 作業者 

危険性・有害性 危険有害性 

ドラグ・ショベル 油圧ショベル 

ヒヤリ・ハット ヒヤリハット 

保護メガネ 保護めがね 

耳せん 耳栓 
 

 

1 
 

No.142721 

（旧版） 4 版（令和 5 年 8 月 31 日）No.142721 （新版） 5 版（令和６年 7 月１0 日）No. 142721 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

1 下から

4行目 

熱中症予防とウイルス感染防止 

（下線部を削除） 

1 下から

4行目 

熱中症予防と感染防止 

 

9 イラス

ト 

（赤枠を修正） 9 イラス

ト 

 

  

12 下から 

1行目 

持場後片付け 

（下線部を修正） 

12 下から

1行目 

持ち場後片付け 
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（旧版） 4 版（令和 5 年 8 月 31 日）No.142721 （新版） 5 版（令和６年 7 月１0 日）No. 142721 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

13 イラス

ト 

（赤枠を修正） 13 イラス

ト 

 

  

15 下から

2行目 

安全の唱和 

（下線部にルビを追加） 

15 下から

2行目 

安全の唱和
しょうわ

 

 

28 上から

3行目 

まぎらわしい言葉 

（下線部に傍点を追加） 

28 上から

3行目 

まぎらわしい
．．．．．．

言葉 
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（旧版） 4 版（令和 5 年 8 月 31 日）No.142721 （新版） 5 版（令和６年 7 月１0 日）No. 142721 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

40 イラス

ト 

（赤枠を修正） 40 イラス

ト 

 

  

57 上から

1行目 

地下室のピット内で同僚が倒れたため、助け

ようとあわてて自分もピットに下りていき、

２人とも酸素欠乏のため被災した。 

（下線部を修正） 

57 上から

1行目 

地下室のピット内で仲間が倒れたため、助け

ようとあわてて自分もピットに下りていき、

２人とも酸素欠乏のため被災した。 

 

58 上から

3行目 

電動ミキサーの修理をするとき、同僚が電源

を切っているものと思いこんで、作業を始め

てしまう。 

（下線部を修正） 

58 上から

3行目 

電動ミキサーの修理をするとき、仲間が電源

を切っているものと思いこんで、作業を始め

てしまう。 

64 上から

7行目 

同僚と点検し合いましょう 

（下線部を修正） 

64 上から

7行目 

仲間と点検し合いましょう 

 

 

66 下から

2行目 

2.  職長・安全衛生責任者から指示があっ

たら、ケガや病気にならないために、保護

帽、安全帯、保護メガネ、呼吸用保護具、聴

覚保護具（耳せん）、保護手袋など、保護具

を必ず使いましょう 

（下線部を修正） 

66 下から

2行目 

2.  職長・安全衛生責任者から指示があっ

たら、ケガや病気にならないために、保護

帽、安全帯、保護めがね、呼吸用保護具、聴

覚保護具（耳栓）、保護手袋など、保護具を

必ず使いましょう。 
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（旧版） 4 版（令和 5 年 8 月 31 日）No.142721 （新版） 5 版（令和６年 7 月１0 日）No. 142721 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

67 イラス

ト 

（赤枠を修正） 67 イラス

ト 

 

  

68 イラス

ト 

（赤枠を追加） 68 イラス

ト 

 

  

74 上から

1行目 

熱中症予防とウイルス感染防止 

（下線部を削除） 

74 上から

1行目 

熱中症予防と感染防止 
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（旧版） 4 版（令和 5 年 8 月 31 日）No.142721 （新版） 5 版（令和６年 7 月１0 日）No. 142721 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

76 上から

2行目 

マスクの着用は、飛沫の拡散予防となりウィ

ルス感染防止対策として有効ですが、高温や

多湿といった環境下でのマスク着用は、熱中

症のリスクが高くなるおそれがありますの

で、屋外で人との十分な距離（少なくても２

m 以上）が確保できる場合には、マスクをは

ずすようにしましょう。 

（下線部を削除） 

76 上から

2行目 

マスクの着用は、飛沫の拡散予防となり感染

防止対策として有効ですが、高温や多湿とい

った環境下でのマスク着用は、熱中症のリス

クが高くなるおそれがありますので、屋外で

人との十分な距離（少なくても２m 以上）が

確保できる場合には、マスクをはずすように

しましょう。 


